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図4－4　輸血用血液製剤の供給量の推移
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図4－3　輸血用血液製剤の製造量の推移
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（「血液事業の現状」（日本赤十字社血
液事業本部）より厚生労働省作成）

（「血液事業の現状」（日本赤十字社血
液事業本部）より厚生労働省作成）
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　輸血用血液製剤は、日本赤十字社の血液センターで製

造・供給され、昭和49年以降は献血による国内自給を

達成しています。近年の製造量と供給量を図4－ 3と

図 4－ 4に示します。平成25年以降、いずれも横ば

いまたは漸減傾向となっています。

　また、人の血液をそのまま輸血せず、必要な成分のみ

を輸血する成分輸血が浸透しているため、全血製剤の製

造・供給量に占める割合は年々小さくなっています。た

だし、医療現場では全血製剤の需要もあるため、日本赤

十字社では、医療機関から前もって注文があった場合に

は、血液を各成分に分離せず全血製剤として確保し、供

給する体制を整えています。

　高齢化の進展により、輸血用血液製剤を必要とする高

齢者の割合が増加していますが第２章の将来の献血者数

のシミュレーション（16ページ参照）で示すとおり、

腹腔鏡下視鏡手術など医療技術の進歩により、輸血用血

液製剤の需要は減少していくものと見込まれます。

　輸血用血液製剤の有効期間は、全血製剤と赤血球製剤

が採血後21日間（冷凍保存されたまれな血液型の血液

（保存期間10年）の場合は解凍後12時間）、血小板製

剤が採血後4日間、血漿
しょう

製剤が採血後1年間とされて

います。

　なお、輸血に用いられない製剤や供給されないまま有

効期間が超過した製剤については、第５章の血液製剤と

して使用できない血液等の活用で示すとおり、一部は血

漿
しょう

部分を分離して原料血漿
しょう

にされ、また、一部は、研究

開発などに用いられるなど、有限で貴重な献血血液の有

効活用に努めています。

輸血用血液製剤の供給状況


